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	応用
	抗原情報
	背景
	α1,4-ガラクトシルトランスフェラーゼ（A4GALT）ホモ・サピエンス この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ガラクトースをラクトシルセラミドへ転移させ、グロボトリアオシルセラミドを生成する反応を触媒します。グロボトリアオシルセラミドは、P型血液型システムのP(k)抗原として同定されています。このタンパク質はゴルジ体に存在するII型膜タンパク質であり、細菌性ベロ毒素受容体の合成にも必須です。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2015年12月],触媒活性：UDP-ガラクトース + β-D-ガラクトシル-(1→4)-D-グルコシル-(1→1)-セラミド = UDP + α-D-ガラクトシル-(1→4)-β-D-ガラクトシル-(1→4)-D-グルコシル-(1→1)-セラミド。,ドメイン：保存されたDXDモチーフは酵素活性に関与する。,機能：血液組織型PのPk抗原の生合成に必要。ガラクトースからラクトシルセラミドおよびガラクトシルセラミドへの転移を触媒する。細菌性ベロ毒素の受容体の合成に必要。,オンライン情報：GlycoGeneデータベース,オンライン情報：ラクトシルセラミド4-α-ガラクトシルトランスフェラーゼ,経路：タンパク質修飾;タンパク質の糖化。,多型性：P血液型抗原の異なる組み合わせ、または欠如によって、5つの異なる表現型（P1、P2、P1(k)、P2(k)、p）が定義されます。A4GALTの遺伝的変異によってp表現型が決定されます。p表現型はまれであり、抗原を発現しません。これはヌル表現型とも呼ばれ、p型の人は血清中にP、P1、Pk抗原に対する抗体を持っています。これらの抗体は、重篤な輸血反応や流産を引き起こす可能性があるため、臨床的に重要です。,類似性：グリコシルトランスフェラーゼ32ファミリーに属します。,組織特異性：普遍的に存在し、腎臓、心臓、脾臓、肝臓、精巣、胎盤で高発現しています。,
	研究分野
	スフィンゴ糖脂質の生合成;
	画像データ
	

	DU145細胞溶解液のウェスタンブロット分析、A4GATウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

